
第は号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年（1992）4月

り
ま
の
文
地
軸

練馬区教育委員会
社　会　教　育　課

（文　化　財　係）

平
成
3
年
度

練
馬
区
指
定
・
登
録
文
化
財
を
新
た
に
決
定

雪空3993－1111内線2766

〒176練馬区豊玉北計12－1

下練馬の大山道道標

▲

宮田橋敷石供養塔

く指定文化財〉
種　　 別 名　　 称 所 在 地　 所 有 者

有 形文 化 財 服 部 半 蔵 奉 納 の仁 王 像 高　　 松 3 →19－8　 御 嶽 神 社

有 形 文化 財 長 命 寺 仁 王 門 高 野 台 3 －10－3　 長 命 寺

有 形 文化 財 春 日町 出 土 の壷 形 土 器 石 神 井 台 1 －16－3 1 郷 土 資料 室

ト
服
部
半
蔵
奉
納
の

↓
長
命
寺
仁
王
門

く登録文化財〉

種　　 別 名　　 称

有 形 文 化 財 宮田橋敷石供養塔

有 形 文 化 財
下練 馬の大 山道 道標 】

北　　 町 1 －2 5－17 内 田之 （管 理 ）

．有 形 文 化 財
志操 箋甚長 篇 詣條 】

‥有 形 文 化 財 絹本着色 明堂宗普像 桜　　 台 6 －20－18　 広 徳 寺

有 形 文 化 財 紙本墨画淡彩希望宗竿像

有 形 文 化 財 土支 田八幡 宮の半鐘 土 支　 田 4 －28－1 土 支 田 八幡 宮

：有 形 文 化 財 阿弥陀寺 の半鐘 練　　 馬 1 －44 －10　 阿 弥 陀寺

！有 形 文 化 財
御 府内　 井　 村方旧記 平 和　 台 1 －32－3　 内 田 岩 松

有 形 文 化 財
jっさきいせき
尾崎遺跡出土品

春 日 町 5 －12－1 書芸憲讐 尾崎遺跡

有形民俗文化財
　　　 みだいたぴ
文応元年 の弥陀板碑 石神井台 1 －16－7　 道 場 寺

無形民俗文化財 ちかや馬飾 り
（保持者 ）
北　 町 1 －45¶8 内 田安 太郎

無形民俗文化財 　　 もちつ　 う／こ
谷原の餅鴇 き唄 し保持者 ）

高 野 台 3 －37－23 増 島 兼 吉

無形民俗文化財 谷原の麦 ボウチ頃

無形民俗文化財 関町嘩任‾f・ 関 町 嚇 子連　 代表者 田中円次

天 然 記 念 物 八の釜の湧 き水 東 大　 泉 2 【27　　 白石 悦 市

天 然 記 念 物 内 田家の屋敷林 早　　 宮 3 －41－1　 内 田市 五 郎
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清
水
山
憩
い
の
森
と
　
　
棚

カ
タ
ク
リ
群
落
　
嘲

文
化
財
保
護
推
進
員
槍
山
月
子
岬

立
春
も
過
ぎ
、
春
の
光
が
雑
木
林
の
梢
か
ら
地
面

を
温
め
る
頃
に
な
る
と
、
ポ
ッ
ン
ポ
ッ
ン
と
カ
タ
ク

リ
の
芽
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
頃
の
は
、
一
枚
葉
で
、

花
は
つ
き
ま
せ
ん
二
二
月
の
中
旬
に
出
だ
す
二
枚
葉

に
、
花
が
つ
き
ま
す
。
今
で
は
、
清
水
山
の
カ
タ
ク

リ
群
落
は
、
都
内
で
は
貴
重
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
テ
ラ
ホ
ラ
と
咲
い
て
い
た
程
度
で
し

た
が
、
区
の
厚
い
保
護
、
指
導
員
の
森
田
さ
ん
や
守

る
会
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
2
0
万
株
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
隔
年
に
1
0
万
株
の
花
を
つ
け
、
ま

こ
と
に
み
ご
と
で
す
。

土
地
所
有
者
の
五
十
嵐
和
男
さ
ん
の
話
に
よ
り
ま

す
と
「
こ
こ
の
カ
タ
ク
リ
の
発
見
者
は
、
武
蔵
野
の

雑
木
林
を
調
査
中
の
牧
野
富
太
郎
博
士
で
す
。
当
時

▲カタクリの花

の
土
地
の
人
々
に
は
、
カ
タ
ク
リ
と
い
う
名
す
ら
、

余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

カ
タ
ク
リ
の
花
は
、
年
を
経
る
ご
と
に
艶
が
出
て

く
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
最
近
の
花
は
、
薄
い
紫

紅
色
で
栄
養
不
足
の
よ
う
で
す
。
花
の
い
の
ち
は
、

七
日
か
ら
十
日
で
、
開
花
は
桜
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

ま
た
、
二
年
程
前
か
ら
変
種
の
白
い
花
が
二
株
ほ
ど

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

カ
タ
ク
リ
が
自
生
す
る
に
は
、
清
水
の
湧
き
出
る

湿
地
帯
で
北
斜
面
の
雑
木
林
が
適
し
て
い
ま
す
。
清

水
山
は
、
こ
の
条
件
に
ピ
タ
リ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

カ
タ
ク
リ
は
、
古
代
野
草
と
い
わ
れ
、
日
本
列
島

の
早
春
の
山
野
を
彩
る
美
し
い
球
根
植
物
で
、
万
葉

集
巻
1
9
に
次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

〝
も
の
の
ふ
の
　
八
十
を
と
め
ら
が
汲
み
ま
が
ふ

寺
井
の
上
の
　
堅
香
子
の
花
〟
－
大
伴
家
持
－

清
水
を
汲
み
に
集
ま
る
乙
女
た
ち
の
姿
を
彷
彿
さ
せ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
堅
香
子
」
は
、
万
葉
仮
名
で
あ
り
、
現
代
風
に

表
わ
す
と
「
片
鹿
子
」
で
は
な
い
か
と
の
説
が
あ
り

ま
す
。
一
枚
菓
（
片
菓
）
に
鹿
の
背
の
よ
う
な
斑
点

模
様
が
つ
い
て
い
る
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
南
側
の
雑
木
林
を
開
墾
し
た
時
、
黒
土
と
ロ
ー
ム

層
の
境
界
辺
り
か
ら
、
ヤ
ジ
リ
や
縄
文
土
器
が
多
数

出
ま
し
た
。
戦
前
は
、
白
子
川
か
ら
取
り
入
れ
た
用

水
で
水
車
を
廻
し
、
そ
の
た
も
と
．
に
水
神
様
を
祀
り
、

清
水
山
は
、
村
人
の
憩
い
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
」

↓
清
水
山
憩
い
の
森

と
五
十
嵐
さ
ん
は
、
熱

っ
ぽ
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

私
共
は
、
カ
タ
ク
リ

の
花
の
美
し
き
を
め
で

る
と
共
に
、
近
く
の
稲

荷
山
図
書
館
に
展
示
し

て
あ
る
稲
荷
山
遺
跡
の

出
土
品
な
ど
と
合
わ
せ

て
見
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
き
っ
。
と
、
清

水
の
湧
き
出
る
憩
い
の
森
で
の
古
代
人
の
生
活
の
営

み
や
息
吹
き
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
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＋
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曹元　毎

経一　議
新一　域

美智子覧
、⊥　　　　　　　　　〉

清
敬
称
略

練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則
に
基
づ
き
、

昭
和
6
3
年
2
月
に
委
嘱
し
た
練
馬
区
文
化
財
保
護
推

進
員
も
、
2
月
1
日
で
4
年
目
を
迎
え
、
こ
の
度
、

次
の
1
2
名
の
方
々
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
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∴
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M
∴
∵
〓
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日
日

区
内
を
1
2
の
地
域
に
分
け
て
、
区
域
内
に
あ
る
文

化
財
の
様
子
を
確
認
し
た
り
、
文
化
財
保
護
の
考
え

方
を
広
め
た
り
と
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

井
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練
炭
・
ひ
ょ
っ
と
こ
・
練
炭
火
鉢

無
煙
炭
を
主
原
料
と
し
、
コ
ー
ク
ス
・
木
炭
な
ど

の
粉
末
に
、
ピ
ッ
チ
な
ど
の
結
合
剤
を
加
え
て
圧
縮

回
し
て
つ
く
っ
た
の
が
練
炭
二
殻
に
は
円
筒
形
で
れ

郷土資料室収蔵品シリーズ第11
ん
こ
ん
の
よ
う
な
穴
の
あ
い
た
も
の
を
指
し
、
楕
円

状
に

さ
く
固
め
た
も
の
を
豆
炭
と
い
う
。

火
力
が
強
く
、
な
が
も
ち
す
る
の
で
経
済
的
で
あ

る
が
、
火
付
き
が
患
い
の
で
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
と
い

わ
れ
る
練
炭
お
こ
し
が
使
わ
れ
た
。
は
じ
め
悪
臭
が

あ
り
、
気
を
つ
け
て
部
屋
の
換
気
を
は
か
ら
な
い
と

中
毒
す
る
こ
と
が
あ
る
の
が
欠
点
で
あ
る
。

練
炭
は
、
明
治
初
年
に
長
崎
で
発
明
さ
れ
、
東
京

で
（
角
型
塊
炭
）
と
い
う
名
称
で
四
、
五
m
角
の
固

形
燃
料
と
し
て
販
売
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
そ

の
後
、
海
軍
で
は
黒
煙
を
吐
く
石
炭
の
代
わ
り
に
、

八
角
炭
）
と
し
て
軍
艦
に
使
用
し
た
。

他
方
、
一
般
用
と
し
て
は
、
群
馬
県
を
中
心
に
養

蚕
至
の
保
温
用
と
し
て
普
及
し
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
庶
民
生
活
の
燃
料
と
し
て
も
重
用
さ
れ
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
年
代
も
半
ば
過
ぎ
る
こ
ろ
か

ら
は
、
燃
料
全
般
の
石
炭
離
れ
が
進
む
に
し
た
が
っ

て
、
煉
炭
を
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。

〔
出
版
情
報
〕

◎
中
宮
遺
跡

発
掘
調
査
報
告
書

早
宮
3
丁
目

縄
文
時
代
竪
穴
住
居
址
他

◎
東
早
淵
遺
跡
第
4
地
点
　
早
宮
1
丁
目

旧
石
器
時
代
の
礫
群
他

－3－
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伸

そ
の
昔
、
農
業
の
出
来
、
不
出
来
を
花
の
散
る
時

期
の
遅
速
で
う
ら
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
特
に
桜
の

花
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
、
花
が
早
く
散
る
と
不

作
に
な
る
と
い
う
の
で
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
気
に
な

り
、
と
て
も
観
賞
な
ど
し
て
い
ら
れ
な
い
、
こ
の
た

め
万
葉
集
な
ど
に
桜
を
う
た
っ
た
歌
が
少
な
い
の
だ
、

と
い
う
こ
と
が
折
口
信
夫
博
士
の
『
民
俗
学
』
の
中

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
桜
の
花
は
毒
を
消
す
と
も
い
わ
れ
、
玉
川
上

水
沿
い
に
植
え
ら
れ
て
い
た
の
は
有
名
で
す
。
そ
の

分
水
で
あ
る
千
川
上
水
沿
い
に
も
桜
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
大

正
天
皇
御
大
典
を
記
念
し
て
植
え
ら
れ
た
も
の
で
し

た
が
、
戦
時
中
に
燃
料
用
と
し
て
何
本
か
が
伐
ら
れ

た
と
い
わ
れ
、
戦
後
の
千
川
上
水
暗
渠
化
に
伴
っ
て

ま
た
伐
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
桜
台
付
近
の
千
川
通
り
沿
い
に
桜

が
植
え
ら
れ
、
そ
の
記
念
碑
が
桜
台
駅
前
の
千
川
通

り
に
建
っ
て
い
ま
す
。

「
千
川
通
り
に
桜
を
植
え
る
会
有
志
一
同
」
で
建

て
た
「
桜
の
碑
」
。
建
立
は
昭
和
六
二
年
五
月
で
、
桜

の
碑
は
区
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

肋
　
妙
福
寺
さ
ん

－’　　●　‥　′二

文
化
財
保
護
推
進
員
荒
井
道
子

肌W瑚両肌仙岬」

、、、．、、、、、、、．、．、、、、、、、．1、．、、、、∴

▲千川通り　江古田駅付近昭和10年頃

一
月
二
十
四
日
、
保
育
園
で
親
し
ま
れ
て
い
る
「
妙

福
寺
さ
ん
」
へ
出
か
け
た
。
昔
は
荷
車
が
朝
早
く
野

菜
等
積
ん
で
目
白
方
面
へ
出
か
け
た
と
い
う
道
が
、

へ
′
は
卓
が
激
し
く
往
来
す
る
。
そ
の
道
を
二
十
分
程

歩
い
て
寺
へ
着
く
。
ち
ょ
う
ど
よ
い
散
歩
で
あ
る
。

ど
っ
し
り
し
た
山
門
を
く
ぐ
る
と
、
す
っ
か
り
葉

を
落
と
し
た
老
樹
の
梢
ご
し
に
青
空
が
広
が
る
。
参

道
の
桜
の
幹
を
す
か
し
て
、
本
堂
の
屋
根
の
反
り
が

変
わ
ら
ず
美
し
い
。
今
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
に
ち

な
ん
で
の
消
火
訓
練
と
あ
っ
て
園
児
・
小
学
生
等
が

集
ま
っ
て
い
た
。

「
訓
練
開
始
」
赤
い
煙
が
お
堂
の
前
に
立
ち
登
る

や
、
か
ん
高
い
ベ
ル
が
た
ち
ま
ち
呼
応
し
、
御
前
様

が
足
早
に
四
人
従
え
て
現
れ
、
消
火
器
の
泡
が
ま
か

れ
た
。
消
防
車
が
か
け
つ
け
境
内
の
黒
土
の
上
に
布

ぎ
ら
し
の
よ
う
に
ホ
ー
ス
が
何
本
も
並
べ
ら
れ
、
銀

ネ
ズ
と
緑
色
の
消
防
士
が
キ
ビ
キ
ビ
と
動
い
て
∵
点

に
固
ま
り
、
ホ
ー
ス
が
む
く
む
く
と
太
く
う
ね
り
、

先
端
か
ら
白
煙
が
ま
い
上
が
っ
た
。
こ
の
間
ア
ッ
と

い
う
間
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
七
本
の
ホ
ー
ス
が
繰

り
出
す
白
煙
か
ら
虹
が
生
ま
れ
て
、
参
会
者
か
ら
ホ

ー
ツ
と
い
う
た
め
息
が
も
れ
た
。
〝
放
水
止
メ
〟
の
号

令
で
わ
れ
に
か
え
る
。
こ
の
壮
観
な
訓
練
で
妙
福
寺

の
文
化
財
の
安
全
は
約
束
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
瓜
生
先
生
の
説
明
で
、
庭
等
廻
り
楽
し

い
一
刻
を
す
ご
し
た
。
山
茶
花
の
赤
い
花
を
従
え
て

古
い
蕨
手
が
キ
リ
ッ
と
ひ
き
し
ま
っ
た
燈
寵
な
ど
今

も
目
に
鮮
や
か
に
残
る
。
練
馬
の
大
切
な
も
の
を
守

っ
て
い
く
努
力
を
見
せ
ら
れ
た
一
日
で
あ
っ
た
。

▲文化財防火デーの様子

（妙福寺にて）
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